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研究成果の概要（和文）：本研究はこれまで注目されてこなかった公立高等女学校の同窓会組織が行っていた
「教育事業」活動に焦点を当て、①「教育事業」活動が全国レベルでどのくらいどのように行われていたのか、
②それらが戦後どのような形に変容したのか、について1920年代～1950年代の期間を対象に調査・検討した。そ
の結果、戦前から戦後改革期に「家政系学園運営」「幼稚園･保育園運営」「私立高等女学校設置･運営」「女子
専門学校設立運動」が行われていたが、それらのほとんどが戦後廃止されたことが把握できた。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on the "educational activities" conducted by the alumni 
associations of public girls high schools, which have not received much attention so far, and 
examines (1) how and to what extent the "educational activities" were conducted at the national 
level, and (2) how they were transformed after the war.  As a result, it was found that from before 
World War II to the postwar reform period, "operation of domestic science schools," "operation of 
kindergartens and nursery schools," "establishment and operation of private high school for girls," 
and "movement to establish women's vocational schools" were conducted, but most of these were 
abolished after the war.

研究分野： 教育社会学　歴史社会学

キーワード： 公立高等女学校　同窓会組織　教育事業　ジェンダー
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、公立高等女学校卒業生たちが「良妻賢母」としての生きる以外に、いかにして主体的に「女性たちが
学ぶ場、活躍の場」を作り上げ、そしてそれらが戦後どのように変容したのか、戦前～戦後の社会状況と教育政
策との関連から考察しようとしたものである。これは学校教育とジェンダーの問題をあらためて歴史的に捉え直
す作業であり、この点において本研究は学術的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
公立高等女学校の同窓会組織を分析対象とした研究には、クラス会開催に象徴される「思い

出共同体」や「卒業生ネットワーク」に着目したものがわずかに存在するだけで非常に手薄な
状態である。 
研究代表者はこれまで県立和歌山高等女学校を事例対象として、多様な一次資料から地方都

市の公立名門高等女学校の表象と実態の解明に取り組んできた（『公立高等女学校にみるジェ
ンダー秩序と階層構造―学校・生徒・メディアのダイナミズム』ミネルヴァ書房 2014 年）。
この研究過程で明らかになったのが、公立高等女学校の同窓会は親睦を深める活動以外にも
様々な活動を行っていた事実であった。また同校と京都府立京都第一高等女学校の比較研究
（「公立名門高等女学校の同窓会誌に見る『あるべき女性像』－県立和歌山高等女学校と府立
京都第一高等女学校の比較分析から」京都大学 GCOE Working Paper 2012 年）では、①公
立名門高等女学校の同窓会組織は地域の有力女性団体として活発に活動を行っており、その活
動には先行研究で注目されてきたクラス会等の「親睦」活動の他、「社会奉仕」活動、「母校支
援」活動、そして本研究が注目する「教育事業」活動があった。②「教育事業」活動には、
「女子専門学校」設立運動、「家政系学園」運営、「幼稚園・保育園」運営があった。③これら
の活動はいずれも女性役割と関連の深いものであったが、同窓会員である女性たちが運動や学
校運営に携わっていた点に大きな特徴があった、という共通点を指摘することができた。 
とくに②で述べたような「教育事業」活動は男子中等教育機関の同窓会では見られず、女子

教育機関独特のものである。にもかかわらず、これまで研究対象として取り上げられることは
なかった。公立高等女学校同窓会という女性組織が「教育事業」を運営していたという事実を
掘り起こし、整理・検討・考察する価値は十分にあると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、これまで注目されてこなかった公立高等女学校の同窓会組織が行っていた「教育

事業」活動に焦点を当て、①「教育事業」活動が、全国レベルでどのくらいどのように行われ
ていたのかを調査し、②戦前（1920 年代）から戦後（1950 年代まで）において同窓会組織が
果たした社会的役割と意味について考察することを目的としている。なかでもとくに、同窓会
員たちがいかにして「女性たちの学ぶ場、活躍の場」を作り上げ、それらが戦後どのような形
に変容していったのか明らかにすることで、学校教育とジェンダーの問題をあらためて歴史的
に捉え直すことを目指した。 
 
３．研究の方法 
（1） 「教育事業」活動の実態に関する全国レベルの基礎的資料を作成するため、公立名門高

等女学校の流れをくむ全国各地の高校の学校史と国立公文書館所蔵の学校設置・認可申請
書等の史料調査を行い、情報の整理を行った。調査対象校を公立名門高等女学校とした理
由は、同窓会組織が地域の有力女性団体としてまとまった力を発揮するのは、地域の名門
校に限られていたのではないかと予想したからである。そこで基本的には地域で最初に設
置された公立高等女学校を調査対象とした。対象時期は、女子専門学校が増え始める
1920 年代から戦後改革期を経て戦後の教育制度が整う 1950 年代までに設定した。 

（2） 関西地方を中心に、より詳細な史料収集を行い分析した。対象校は、すでにある程度史
料収集が進んでいる和歌山県立和歌山高等女学校（桜映会）と京都府立京都第一高等女学
校（鴨沂会）の他、大阪府立大手前高等女学校（金蘭会）、兵庫県立第一神戸高等女学校
（欽松会）を予定していたが、調査の過程で大阪府立清水谷高等女学校（清友会）と大阪
府立堺高等女学校（愛泉会）を加えた。 

 
４．研究成果 
 本研究の成果は以下のとおりである。 
（1） 公立高等女学校の同窓会組織が展開していた「教育事業」活動に関する史料を収集し情

報整理を行った結果、「家政系学園」や「幼稚園・保育園」運営が、和歌山県と京都府以
外の地域の公立高等女学校でも比較的多くみられたことが確認できた。これらは大都市部
と地方都市だけではなく、例えば奈良県高田高等女学校の如蘭会による如蘭学園のように、
郡部の高等女学校同窓会が運営する家政系学園の存在も確認できた。 

一方、大都市部に限ってではあるが、私立高等女学校の設立･運営を行っていた同窓会
組織もあった。例えば、東京府立第一高等女学校の私立鵬友学園高等女学校、大阪府立
大手前高等女学校の金蘭会による私立金蘭会高等女学校、大阪府立清水谷高等女学校の
清友会による私立清友学園高等女学校、大阪府立堺高等女学校の愛泉会による私立堺愛
泉高等女学校などがあった。これらの同窓会のなかには法人格を取得し、社団法人や財
団法人として運営を行っていた組織もあった。ただし調査の過程で明らかになったのは、
法人格の取得も大都市部の同窓会だけではなかったことである。例えば、奈良県の櫻井
高等女学校の藤桜会や大分県の三重高等女学校なども社団法人として運営されていた。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
しかしながら、同窓会組織が設立・運営していた学校の多くは第二次大戦後の教育改

革期に閉校していた。なかにはある時期まで続いたものもあったが、いずれも閉校ある
いは発展的に経営移管や統合しており、現在まで続いている教育機関は、本研究で調査
した限りにおいて確認できなかった。 

 
（2）上述した戦前から戦後の流れについて和歌山県立和歌山高等女学校の事例を論文にまと

め、次の点が明らかになった。 
  ①同窓会組織のトップに位置していたのは校長であり、同窓会経営となっていた「さくら

幼稚園」と「桜映学園」を主導的に運営していたのは事実上校長だった。 
  ②女子専門学校設立運動を率先していたのも当時の校長だった。設立運動は校長と同窓会

員保護者の協力体制で実質上動いており、和歌山高等女学校卒業生たちの主体的な関与
は小さかった。 

  ③女子高等教育に対する和歌山県の支援が弱く、和歌山大学や県立医科大学の大学昇格の
ほうが優先された。その結果、私立女子専門学校として開校することになった。それゆ
え経営基盤が脆弱で、開校後数年でミッション系女子教育機関に経営移管されるに至っ
た。 

   
（3）これまで継続的に進めてきた高等女学校卒業生を対象としたインタビュー調査データの

うち、学校卒業後の人生や、戦後改革期における同窓会組織の動き、同窓会ネットワーク
についての語りをまとめたインタビュー資料集を、研究分担者である木村涼子とともに作
成した。 
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